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1．はじめに 

橋脚の耐震性能として，基礎への負担を軽減するこという観点から，耐力の上昇を抑えて変形能を向上

させるといった耐震性能が必要とされることがある．しかしながら，この耐震性能は，既往の鋼製橋脚の耐

震性能に関する研究成果からは得ることが難しい性能となっている．ところで，橋梁用の高性能鋼材として，

高い降伏強度を有する橋梁用高降伏点鋼板 SBHS が JIS 化され 1)，SBHS の材料特性に関する研究もいくつ

か行われている 2,3)．この SBHS の高降伏点という特性を活用することで，今までにない鋼製橋脚の塑性履

歴特性，耐震性能が得られる可能性がある． 

そこで，本稿では，耐力の上昇を抑え変形能の向上を図る耐震性能の実現の可能性について検討するた

め，フランジおよびウェブに従来鋼（SM490），縦リブにより高強度の SBHS（SBHS700）を使用したハイ

ブリッド構造の鋼製橋脚（以下，「ハイブリッド鋼製橋脚」という）を用いた実験的な検討を行ったので報

告する． 

2．ハイブリッド鋼製橋脚の正負交番載荷実験 

フランジおよびウェブと縦リブに用いる鋼種の降伏応力の差を大きくすることと，一般的な鋼製橋脚で

は SM490 が用いられることが多いことを考慮し，フランジおよびウェブとして SM490 を，縦リブとして

SBHS700 を用いたハイブリッド鋼製橋脚を想定した供試体（供試体 HY）を製作した．また，ハイブリッド

鋼製橋脚の耐震性能との比較を行うため，ハイブリッド鋼製

橋脚と同じ構造諸元を有するフランジ，ウェブおよびリブに

SM490 を使用した従来形式の鋼製橋脚を想定した供試体

（供試体 HO)も製作した．図-1 に 2 つの供試体の構造諸元

を，表-1 に主な座屈パラメータを示す．なお，表-1 に示す

供試体 HY の座屈パラメータは，リブが SM490 として計算

した値である．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Kyoko AZUMI, Kiyoshi ONO, Masahide MATSUMURA and Seiji OKADA 

k-adum13@civil.eng.osaka-u.ac.jp 

mailto:k-adum13@civil.eng.osaka-u.ac.jp


Loading 

δout

[HY]

0

40

0.0 2.0 4.0 6.0
Out-of-plane deformation δ out  (mm)

+3δy

+4δy

+5δy

[HO]

0

200

400

600

800

1000

0.00 0.05 0.10 0.15

N
o

m
in

al
 S

tr
es

s 
(M

P
a)

Nominal Strain

SM490

SBHS700

図-2 公称応力－交渉ひずみ 

図-3 Ｐ－δ関係(供試体HY) 
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図-4 包絡線比較 
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また，図-2 に供試体に用いた SBHS700 および SM490 の引張試験から得られる公称応力－公称ひずみ関

係を示す． 

正負交番載荷方法は，既往の鋼製橋脚の正負交番載荷実験と同様，一定軸力 N（公称降伏応力を使って計

算される降伏軸力の 15%の軸力）を与えた状態で，+δy，-δy，+2δy，-2δy，・・・というように，公称降伏応

力を使って計算される降伏水平変位 δy を基準とした両振りの漸増型の水平変位 δ を供試体の頂部に与えた．

図-3 に供試体 HY の正負交番載荷実験の水平荷重－水平変位関係を，図-4 に 2 つの供試体の包絡線を比較

したものを示す．図-4 に示すように，ハイブリッド鋼製橋脚は，一般的な鋼製橋脚と比較して，耐力の上

昇を抑えて変形能を向上するといった耐震性能が得られている．図-5 に橋脚の基部パネルの中央位置にお

ける面外変位の推移図を示す．図-5 より，供試体 HO と比較してハイブリッド構造を有する供試体 HY の

面外変形の進展が遅くなっていることが分かる．ハイブリッド構造による変形能向上のメカニズムについて

は，今後，解析も実施して，実験結果および解析結果を基に詳細に検討を行う予定としているが，この面外

変位の進展が抑えられたことも変形能が改善された１つの要因であると考えられる． 

3．まとめ 

 本稿の実験結果によれば，フランジおよびウェブに SM490，縦リブに SBHS700 を用いたハイブリッド鋼

製橋脚は，フランジ，ウェブおよび縦リブに SM490 を用い

た従来形式の鋼製橋脚と比較して耐力の上昇を抑え変形能を

向上させる耐震性能が得られた．今後，解析も実施し，実験

結果および解析結果を基にハイブリッド構造を有する鋼製橋

脚の耐震性能について詳細に検討を行う予定である． 
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図-5 面外変形 
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